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こ
の
ご
ろ
私
は
、
区
内
の
色
々
な
会
合

の
場
で
、
意
識
し
て
提
案
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
年
の
あ
る
一

日
を
『
世
紀
の
大
掃
除
デ
ー
』
と
決
め
て
、

で
き
る
人
が
で
き
る
時
間
だ
け
、
好
き
な

場
所
を
好
き
な
や
り
方
で
、
一
斉
に
区
内

の
清
掃
美
化
に

取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
、と
い

う
こ
と
で
す
。も

ち
ろ
ん
「
や
ろ

う
」と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
区
役
所
も
全
面
的
に
参
加
す

る
こ
と
は
当
然
で
す
。

　

年
の
暮
れ
に
は
、
大
掃
除
を
し
て
新
年

を
迎
え
ま
す
。今
年
は　

世
紀
最
後
の
年
。

２０

い
わ
ば
「
百
年
の
大
み
そ
か
の
年
」
で
す

の
で
、
み
ん
な
で
自
分
が
住
み
、
営
ん
で

い
る
こ
の
杉
並
を
き
れ
い
に
し
、
ジ
ャ
ブ

ジ
ャ
ブ
と
丸
洗
い
し
て
み
る
こ
と
は
、
一

度
や
っ
て
み
る
価
値
が
あ
る
の
で
は
、
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
際
、
イ
ベ
ン
ト
性
を
も
た
せ
て
楽

し
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ア
ル
ミ
缶
を

集
め
て
換
金
し
『
み
ど
り
の
区
民
基
金
』

を
つ
く
る
と
か
、
青
少
年
に
有
害
な
ビ
ラ

を
集
め
て
ワ
ー
ス
ト　

を
発
表
す
る
と

１０

か
、
何
か
の
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
す
る
と
か
、

い
く
つ
か
の
目
的
が
各
々
に
あ
っ
て
も
よ

い
と
思
い
ま
す
。

　

二
年
前
の
６
月
１
日
に
、
い
わ
ゆ
る

「
杉
並
区
ポ
イ
捨
て
条
例
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
タ
バ
コ
な

ど
の
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
罰
金
制
な
ど
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
一
度
で
も
ゴ
ミ
を
拾
っ
た

こ
と
の
あ
る
人
が
ふ
え
れ
ば
、
私
た
ち
の

ま
ち
は
、
格
段
に
美
し
く
な
る
と
思
う
の

で
す
。
ま
た
「
大
掃

除
イ
ベ
ン
ト
」
を

通
し
て
、
ま
ち
に

愛
着
を
も
つ
人
の

心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
、
大
き
く
広

が
る
で
し
ょ
う
。

　
「
一
人
か
ら
。
一
人
で
も
。」
一
人
一
人

の
一
歩
は
小
さ
く
て
も
、
美
し
い
杉
並
を

新
世
紀
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
大
き
な
一

歩
と
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

ご
意
見
を
お
聴
か
せ
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
。

区長から
の�

いいメー
ル�

杉
並
区
長

「
世
紀
の
大
掃
除
デ
ー
」

の
ご
提
案

「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
条
例

「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
条
例
」」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
２１
世
紀
へ�

６月１日施行

　

区
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
、
区
独
自
の
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
型
焼
却
炉
に
よ
る
廃
棄
物
の
焼
却
は
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
条
例
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　

　

―
問
い
合
わ
せ
は
、
公
害
対
策
係
へ
。

＜焼却炉の種類＞
�簡易焼却炉・・・火床面積０．５�未満または　
焼却能力５０�/h未満
�小型焼却炉・・・火床面積０．５�以上２�未満
または焼却能力５０�/h以上２００�/h未満

※�およびそれ以上の大きさのものについて
は、区と都へ報告が必要です。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別

措
置
法
が
今
年
１
月
に
施
行
さ

れ
、
比
較
的
大
規
模
な
施
設
に

つ
い
て
は
、
規
制
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
排
出
削
減
が
難
し
い
簡
易
焼

却
炉
に
つ
い
て
は
、
規
制
の
対

象
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
区
は
、
独
自
の
条
例

を
制
定
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
排
出
削
減
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
条
例
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

小
型
焼
却
炉
（
簡
易
焼
却
炉

を
含
む
）
に
よ
る
廃
棄
物
の
焼

却
を
原
則
と
し
て
禁
止
し
ま
し

た
（
現
在
使
用
し
て
い
る
焼
却

炉
に
つ
い
て
は
、
一
年
間
使
用

で
き
ま
す
）。
ま
た
、野
焼
き
な

ど
焼
却
施
設
以
外
の
屋
外
で
の

廃
棄
物
の
焼
却
も
禁
止
し
ま
し

た
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
焼

却
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
特
別
措
置
法
で
定
め
る
大
気

排
出
基
準
に
適
合
し
て
い
る

小
型
焼
却
炉
に
よ
る
焼
却

（
事
業
所
・
学
校
の
焼
却
炉

な
ど
比
較
的
大
型
の
も
の
）

�
一
般
家
庭
に
お
け
る
落
ち
葉

や
枯
れ
枝
な
ど
の
短
時
間
の

焼
却
や
、
屋
外
で
廃
棄
物
焼

却
炉
を
使
用
し
な
い
も
の

（
た
き
火
や
伝
統
行
事
、
教

育
活
動
に
よ
る
焼
却
）

�
そ
の
他
、
区
長
が
特
に
認
め

る
も
の

※
�
〜
�
に
該
当
す
る
焼
却
で

あ
っ
て
も
、
条
例
の
主
旨
を

理
解
し
た
う
え
で
、
近
隣
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

小
型
焼
却
炉
に
よ
る
焼
却
を

行
う
場
合
は
、
区
が
定
め
る
様

式
に
よ
っ
て
、
毎
年
一
回
焼
却

状
況
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

測
定
を
毎
年
実
施
し
、
そ
の
結

果
も
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

区
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

発
生
抑
制
の
た
め
の
基
本
方
針

を
定
め
、施
策
の
推
進
や
区
民
・

事
業
者
の
意
識
啓
発
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
大
気
や
土
壌
の
汚
染

状
況
を
定
期
的
に
調
査
し
、
そ

の
結
果
を
積
極
的
に
公
表
し
て

い
き
ま
す
。

　

禁
止
さ
れ
て
い
な
い
焼
却
行

為
で
も
、
良
好
な
環
境
を
損
な

う
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
改

善
や
禁
止
を
指
導
し
ま
す
。

　

そ
し
て
改
善
指
導
を
受
け
た

人
や
条
例
に
違
反
し
た
人
が
、

勧
告
に
も
従
わ
な
い
場
合
は
、

区
長
が
氏
名
な
ど
を
公
表
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

　

小
型
焼
却
炉
に
よ
る
焼
却
を

禁
止
す
る
に
当
た
っ
て
、
区
内

焼
却
炉
の
削
減
を
促
進
す
る
た

め
、
簡
易
焼
却
炉
を
無
料
で
回

収
し
ま
す
。
た
だ
し
、
固
定
さ

れ
て
い
る
も
の
や
簡
単
に
運
べ

な
い
も
の
は
、
対
象
外
と
な
り

ま
す
。
対
象
外
の
焼
却
炉
の
処

分
に
つ
い
て
は
、
業
者
を
紹
介

し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
公
害
対
策

係
へ
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
条
例
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

１ 
小
型
焼
却
炉
な
ど
に
よ
る

焼
却
を
禁
止
し
ま
す

２ 
小
型
焼
却
炉
な
ど
を
使

用
す
る
場
合
は
、
報
告

が
必
要
で
す

３ 
調
査
結
果
を
定
期
的
に

公
表
し
ま
す

４ 
悪
質
な
行
為
は
氏
名
な

ど
を
公
表
し
ま
す

簡
易
焼
却
炉
を

無
料
で
回
収
し
ま
す

杉並の教育を杉並の教育を�
考える懇談会考える懇談会�
杉並の教育を杉並の教育を�
考える懇談会考える懇談会�
杉並の教育を�
考える懇談会�

杉並の教育のあるべき姿や方向性につい
て、学識経験者や教育関係者による委員
のみなさんから広く意見を聴きます。�

傍聴希望者は、直接会場へお越し下さ
い（休日・夜間受付からお入りください）。�
問い合わせは、教育委員会事務局（特命
事項担当）へ。�

日　時�

会　場�

６月１３日�午後６時３０分～�

区役所中棟５階第３・４委員会室�

第三回�
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　区では、皆さんからの区政に対するご意見、ご要望を可能な限り
反映していけるよう、より開かれた区政の推進に努めています。
　４月から広聴課は、区民の皆さんから見て業務内容がわかりやす
いように、名称を区政相談課に変更しました。区政についてお気づ
きの点がありましたら、お気軽にお寄せください。

―問い合わせは、区政相談課へ。

　
　

年
度
に
区
民
の
皆
さ
ん
か

１１
ら
い
た
だ
い
た
声
は
、

・
ハ
ガ
キ
＝
五
〇
〇
件

・
文
書
＝
四
七
五
件

・
電
話
＝
一
五
四
件

・
口
頭
＝
五
八
件

・
フ
ァ
ク
ス
＝
四
七
件

・
区
政
モ
ニ
タ
ー
＝
一
〇
五
件

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝
二
〇
七
件

で
、
計
一
五
四
六
件
で
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
左
表
の
と
お
り

で
、
道
路
・
歩
道
上
の
自
転
車

な
ど
に
よ
る
通
行
障
害
や
、
南

北
バ
ス
な
ど
「
道
路
・
交
通
」

に
関
連
し
た
ご
意
見
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
次
い
で
リ
サ

イ
ク
ル
や
ご
み
収
集
、
興
銀
柏

の
宮
グ
ラ
ン
ド
や
公
園
管
理
な

ど
「
み
ど
り
・
水
」
に
対
し
て

高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
図
書
館
で
の
貸
出
方

法
や
体
育
館
・
プ
ー
ル
運
営
、

区
民
セ
ン
タ
ー
の
利
用
内
容
な

ど
「
生
涯
学
習
」
へ
の
ご
要
望

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

「
健
康
」
で
は
、
区
民
の
健
診

や
井
草
森
公
園
周
辺
環
境
問
題

に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
が

多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
平
成　

年
度
に
比
べ

１０

減
少
し
た
と
は
い
え
、
違
反
建

築
の
取
締
り
・
駅
周
辺
の
整
備

な
ど
「
環
境
整
備
」
に
関
す
る

ご
意
見
も
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

厳
し
い
区
財
政
の
中
で
、
税

金
の
無
駄
使
い
を
な
く
す
な
ど

一
層
の
行
財
政
改
革
の
推
進
を

図
る
一
方
、
身
近
な
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
ま
ね
か
な
い
取
り
組

み
へ
の
ご
要
望
も
多
数
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

区
に
寄
せ
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

声
は
、
区
長
が
読
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
関
係
す
る
部

署
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞

き
し
、
迅
速
に
お 
応 
え
し
て
、

こ
た

区
民
福
祉
の
充
実
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

〈平成１１年度に寄せられた声１５４６件〉
件数主な内容項　目

２２０放置自転車の撤去や南北バス運行など道路・交通

１６７リサイクル施策や「柏の宮グランド」の利用などみどり・水

１４９図書館や体育施設の利用方法など生涯学習

９３各種健診や井草森公園周辺環境問題など健康

８９駅周辺の整備など環境整備

７６保育園の入園および保育時間の延長など児童

６１介護保険制度や高齢者施策の充実など高齢者

５８施設のバリアフリー化や各種手当など障害者

５１集会施設の運営など交流

４１福祉施策・施設の充実など福祉基盤

３７大型店の出店など産業

３１震災や水害などへの対策など防災

３０児童の教育環境の形成など児童育成

２１遊歩道の整備や樹木・生垣のせん定など景観

１３用途地域の指定や見直しなど土地利用

１３消費者啓発活動など消費生活

１８８仕事の見直し、職員の資質や意識の向上などよりよい区政

２０８　　その他

１５４６合　計

実　　現�

一部実現�

今 後 の �

課題・参考�

他官庁に�

依　　頼�

政策への�

反　　映�

区
　
長�

担
当
課�

区
政
相
談
課�

「こうすればもっとよくなるのに」
「こんなことができたらいいのに」
…気づいた時には、ハガキ（「ふれあい
通信」）、ファクス、手紙、電話、また
はホームページで、お知らせください。

ふれあい�
通信�

電話�

ホームページ� 口頭�

区政を支えるあなたの声�区政を支えるあなたの声�区政を支えるあなたの声�
お待ちしています！�

◇ふれあい通信（ハガキ）…区役所、出張所、図書館、体育
館、区民センターにあります
◇電話…�３３１２‐２１１１（区代表）
◇ファクス…FAX３３１２‐３５３１
◇ホームページ（「区政への要望」「区長への手紙」）…
http://www.city.suginami.tokyo.jp/

ご要望はお気軽に

　みなさんからの声やお便りは、区長
が直接目を通しています。
　また関連する部署へ伝え、どのよう
に対応するかについて、検討を行いま
す。

　すぐに対応できるものは実現し、今
後の課題となるものは、政策に反映し
ます。
　回答が必要なものは、電話または文
書でお答えしています。

平
成　

年
度
に
寄
せ
ら
れ
た

１１

一
五
四
六
件
の
声

あ
な
た
の
声
を
区
政
に
反
映

��������	
�
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〈発行日〉広報すぎなみ…毎月１日・１１日・２１日

　

外
国
人
中
学
生
と
一
緒
に
、

菅
平
学
園
で
の
宿
泊
（
三
泊
四

日
）
を
中
心
に
活
動
す
る
八
日

間
の
教
室
で
す
。（
区
共
催
）

　

【
日
程
】
７
月　

日
�
〜　

２２

３１

日
�
（　

、　

日
は
休
み
／
宿

２３

３０

泊
学
習
は　

日
〜　

日
）【
会

２５

２８

場
】
菅
平
学
園
／
セ
シ
オ
ン
杉

並
（
梅
里
１
―　

―　

）【
対

２２

３２

象
・
定
員
】
区
内
在
住
・
在
学

の
中
学
生
約
三
○
名
【
参
加

費
】
二
万
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
学

校
名
も
書
い
て
、
保
護
者
が
署

名
し
、
６
月　

日
（
必
着
）
ま

１７

で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒

　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―　

―

１６６

２２

　

）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

３２合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

へ
。

　

【
日
時
】
７
月　

日
�
〜　

２１

２６

日
�
（
五
泊
六
日
）【
宿
泊
場

所
】
弓
ケ
浜
学
園
（
静
岡
県
南

伊
豆
町
）【
交
通
】
貸
切
バ
ス

【
対
象
】
区
内
在
住
の
小
学
四

年
生
〜
中
学
三
年
生
で
気
管
支

ぜ
ん
息
、
慢
性
気
管
支
炎
な
ど

に
か
か
っ
て
い
る
方
【
定
員
】

五
六
名
【
参
加
費
】
一
万
五
〇

〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
ハ

ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
学
年
も

書
い
て
、
６
月　

日
（
必
着
）

１２

ま
で
に
杉
並
保
健
所
保
健
予
防

課
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻
窪
５

１６７

―　

―
１
）
へ
。
申
し
込
み
多

２０
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
�
３

３
９
１
‐
１
０
２
５
へ
。

　

ジ
ャ
ズ
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
、

人
形
劇
、
と
っ
て
も
不
思
議
な

ス
テ
ー
ジ
で
す
。（
区
後
援
）

　

【
日
時
】
６
月　

日
�
①
午

１１

後
２
時
〜
３
時　

分
②
午
後
５

３０

時
〜
６
時　

分
の
二
回
公
演

３０

【
会
場
】
大
学
生
協
会
館
ヴ
ァ

ー
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
和
田
３
―

　

―　

）【
出
演
】
小
川
耕
筰
さ

３０

２２

ん
、
ユ
キ
・
ア
リ
マ
サ
さ
ん
、

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ａ
さ
ん
【
入
場
料
】

前
売
り
二
五
〇
〇
円
、
当
日
二

七
〇
〇
円

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

杉
並
親
子
劇
場
・
渡
辺
�
３
３

３
１
‐
４
３
８
１
へ
。

催
し

　

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
に
は
こ

わ
〜
い
怪
談
噺
が
一
番
。

　

【
日
時
】
８
月　

日
�
午
後

１２

６
時　

分
開
演
（
６
時
開
場
）

３０

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）【
内
容
】
飛
び

２２

３２

出
す
怪
談
噺
「
執
念
の
腕
」、
ウ

ク
レ
レ
漫
談
ほ
か
【
出
演
】
一

龍
斎
貞
丈
さ
ん
、
牧
伸
二
さ
ん

ほ
か
【
料
金
】
全
席
指
定
・
一

般
三
〇
〇
〇
円
／
会
員
二
七
〇

〇
円
【
前
売
り
開
始
】
６
月
２

日
�
午
後
１
時
（
会
員
は
午
前

　

時
よ
り
電
話
予
約
開
始
）

１０【
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
】
�
杉
並

区
文
化
・
交
流
協
会
文
化
係（
初

日
は
電
話
予
約
の
み
）
�
区
役

所
（
西
棟
二
階
近
畿
日
本
ツ
ー

リ
ス
ト
区
役
所
内
店
）
／
い
ず

れ
も
、
月
〜
金
曜
（
祝
日
は
除

く
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
�

各
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
／
開
館

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

（
初
日
は
午
後
１
時
か
ら
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
交
流

協
会
�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５

へ
。

　

お
や
じ
の
エ
ス
プ
リ
と
ユ
ー

モ
ア
を
掘
り
起
こ
そ
う
！

◇
一
口
コ
メ
ン
ト
募
集

　

お
や
じ
の
生
き
方
に
つ
い
て

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
一
口
コ
メ

ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。
形
式
・

字
数
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

【
応
募
方
法
】
セ
シ
オ
ン
杉

並
と
３
つ
の
社
会
教
育
会
館
に

あ
る
応
募
用
紙
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス（
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
）【
締

切
り
】
６
月　

日
【
選
考
】
お

１６

や
じ
企
画
運
営
委
員
会

◇
発
表
セ
レ
モ
ニ
ー
参
加
者

　

一
口
コ
メ
ン
ト
に
代
表
さ
れ

る
お
や
じ
を
み
な
さ
ん
と
選
ん

で
、
一
方
的
に
表
彰
状
を
送
り

ま
す
。

　

【
日
時
】
６
月　

日
�
午
後

１７

２
時
〜
【
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
】

ね
じ
め
正
一
さ
ん
【
会
場
】
高

井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
高

井
戸
東
３
―
７
―
５
）【
対
象
】

男
性
と
そ
の
家
族
【
定
員
】
五

〇
組
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、６
月　

日（
必

１１

着
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
へ
（
複
数
人
で
も
可
）。

◇
高
井
戸
・
お
や
じ
講
座

　

カ
ン
カ
ン
ガ
ク
ガ
ク
し
な
が

ら
、
ま
ち
の
お
や
じ
を
相
手
に

講
座
を
企
画
し
ま
し
ょ
う
。

◇
高
円
寺
若
者
雑
学
塾

　

い
ろ
い
ろ
な
若
者
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る「
場
」

を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

◇
井
草
子
育
て
生
活
ひ
ろ
ば

　

地
域
と
つ
な
が
る
新
し
い
子

育
て
を
考
え
る
講
座
づ
く
り
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
会
場
・
対
象
・
企
画
会
議
】

左
表
の
と
お
り
【
活
動
内
容
】

講
座
の
企
画
（
テ
ー
マ
、
講
師

な
ど
）・
運
営
・
記
録
づ
く
り

【
任
期
】　

年
３
月
ま
で
【
定

１３

員
】
各
六
名

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
応

募
の
動
機
、
抱
負
も
書
い
て
、

６
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社

２０

会
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
。
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

※
井
草
の
み
０
歳
児
か
ら
の
託

児
あ
り
。

〈社会教育センター区民企画講座〉

会　　　場対　　象企画会議講座名

高井戸社会教育会館
（浜田山４‐１５‐１２）

区内在住・在勤の自
称おやじ

月２回程度で土曜日の午後
２時～５時を予定

高井戸・
おやじ講座

井草社会教育会館
（今川４‐１２‐１０）

区内在住・在勤で乳
幼児を持つ親

月２回程度で火曜日の午前
１０時～正午を予定

井草子育て
生活ひろば

高円寺社会教育会館
（高円寺南４‐５０‐１）

区内在住・在勤・在
学で１８歳以上の方

月２回程度で木曜日の午後
６時３０分～８時３０分を予定

高円寺
若者雑学塾

行　事

　

【
日
時
】
６
月　

日
�
午
前

１８

　

時　

分
〜
午
後
６
時　

分

１０

３０

３０

（
区
共
催
）【
会
場
】
セ
シ
オ
ン

杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）【
内

２２

３２

容
】
小
曲
に
よ
る
日
本
舞
踊
の

発
表
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
区
舞

踊
連
盟
･
水
木
�
３
３
９
８
‐

０
６
０
６
へ
。

　

日
常
雑
貨
･
食
料
品
･
ワ
イ

ン
･
手
作
り
品
・
衣
料
品
の
バ

ザ
ー
で
す
。

　

【
日
時
】
６
月
４
日
�
午
前

　

時
〜
午
後
３
時
【
会
場
】
杉

１０並
区
心
身
障
害
者
共
同
作
業
所

希
望
の
家
（
久
我
山
５
―　

―
３６

　

）
１７

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

出
品
希
望
の
方
や
、
問
い
合

わ
せ
は
、
同
作
業
所
�
３
３
３

５
‐
３
７
７
４
へ
。

　

地
元
の
建
築
職
人
の
皆
さ
ん

が
、
そ
の
技
術
を
生
か
し
て
開

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。（
区

後
援
）

　

【
日
時
】
６
月
４
日
�
午
前

　

時
〜
午
後
３
時
（
受
け
付
け

１０

は
２
時
ま
で
）
【
会
場
】
杉
並

産
業
商
工
会
館
、
上
水
保
育
園

（
高
井
戸
東
）、
高
円
寺
東
公

園
ほ
か
二
二
会
場
【
内
容
】
無

料
住
宅
相
談
、
簡
易
な
耐
震
診

断
相
談
、
包
丁
と
ぎ
、
ま
な
板

削
り
、
親
子
木
工
教
室
ほ
か

　

希
望
者
は
、
内
容
･
会
場
を

問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
直
接
会

場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
建
設

労
働
組
合
・
字
引
�
３
３
９
８

‐
６
７
０
１
／
建
設
ユ
ニ
オ
ン

杉
並
支
部
･
柏
倉
�
３
３
９
６

‐
７
３
３
３
／
東
京
土
建
杉
並

支
部
･
岩
田
�
３
３
１
３
‐
１

４
４
５
へ
。

　

環
境
月
間
に
ち
な
み
、
生
活

環
境
を
守
る
た
め
の
暮
し
方
な

ど
の
展
示
を
９
日
ま
で
、
ダ
ニ

な
ど
の
話
を
中
心
に
室
内
の
環

境
衛
生
に
つ
い
て
の
展
示
を　
１２

日
か
ら
行
い
ま
す
。
ま
た
「
歯

の
衛
生
週
間
（
４
日
〜　

日
）」

１０

に
合
わ
せ
、
む
し
歯
・
歯
周
病

の
予
防
な
ど
の
展
示
も
行
い
ま

す
。

　

【
日
時
】
６
月
の
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日

３０曜
、
祝
日
を
除
く
）【
会
場
】
杉

並
保
健
所（
荻
窪
５
―　

―
１
）

２０

　

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
計
画

課
へ
。

　

環
境
保
護
の
視
点
か
ら
、
電

気
や
水
な
ど
に
つ
い
て
、
イ
ラ

ス
ト
な
ど
を
使
っ
て
展
示
し
ま

す
。

▽
杉
並
保
健
所
（
荻
窪
５
―　
２０

―
１
）
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　

【
日
時
】
６
月
１
日
�
〜
９

日
�
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
（
土
・
日
曜
を
除
く
。
最
終

日
は
午
後
３
時
ま
で
）
▽
区
役

所
西
棟
一
階
ロ
ビ
ー

　

【
日
時
】
６
月　

日
�
〜　

１９

２８

日
�
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
（
土
・
日
曜
を
除
く
。
最
終

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
保
全

課
庶
務
係
へ
。

　

久
我
山
で
飼
育
し
た
ホ
タ
ル

と
伊
豆
産
の
ホ
タ
ル
を
放
流
し

ま
す
。（
区
後
援
）

　

【
日
時
】
６
月　

日
�
午
前

１７

　

時
〜
午
後
９
時
（
ホ
タ
ル
放

１０流
は
夕
方
。
大
雨
の
場
合
は　
１８

日
に
順
延
）【
会
場
】
玉
川
上
水

「
岩
崎
橋
」
下
流
付
近
（
久
我

山
１
・
２
丁
目
）・
岩
通
ガ
ー

デ
ン（
久
我
山
１
―
６
）【
内
容
】

ホ
タ
ル
放
流
、
飼
育
経
過
の
パ

ネ
ル
展
示
、
模
擬
店
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か
（
内
容
に
よ

っ
て
時
間
が
異
な
り
ま
す
）【
参

加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
久
我
山
南

銀
座
会
・
山
本
�
３
３
３
４
‐

８
０
８
８
へ
。

　

【
日
時
】
６
月　

日
�
午
前

２０

　

時
〜
午
後
１
時
（
現
地
解
散

１０予
定
・
区
協
賛
）【
集
合
場
所
】

地
下
鉄
大
手
町
駅
Ｃ
４
出
口

【
定
員
】
五
〇
名
【
参
加
費
】

三
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
・
連
名

可
）
で
、
６
月　

日
（
必
着
）

１０

ま
で
に
東
京
都
み
ど
り
の
推
進

委
員
杉
並
地
区
会
事
務
局
（
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
）
へ
。
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
会
・
◎

◎
�
◎
◎
◎
◎
‐
◎
◎
◎
◎

へ
。

あ
つ
ま
れ
中
学
生
！

ユ
ネ
ス
コ
教
室

―
世
界
に
触
れ
る
夏
―

杉
並
親
子
劇
場

シ
ア
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

�

ぜ
ん
息
な
ん
か
ふ
き
と
ば
せ

ぜ
ん
息
児
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

小
曲
に
よ
る
杉
並
舞
踊
会

杉
並
区
心
身
障
害
者
共
同
作

業
所
希
望
の
家
福
祉
バ
ザ
ー

全
建
総
連
杉
並
建
築
協
議
会

第　

回
住
宅
デ
ー

２３

６
月
の
杉
並
保
健
所

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

環
境
パ
ネ
ル
展

久
我
山
ホ
タ
ル
祭
り

緑
あ
ふ
れ
る

皇
居
東
御
苑
を
訪
ね
る

▲牧　伸二さん ▲一龍斎貞丈さん

講
談
・
真
夏
の
怪
談 
噺 

ば
な
し

●往復ハガキの場合は返
信用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

�行事名
�住所
�氏名（フリガナ）
�年齢
�性別
�電話番号

（１人１枚）

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
区
民
企
画
講
座

 
還 
っ
て
来
い
お
や
じ
�

か
えお

や
じ
の
真
骨
頂
ベ
ス
ト
テ
ン

講
座
の
企
画
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

開
会
は
６
月　

日
�
の
予

１３

定
で
す
。

　

日
程
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

は
、
６
月
６
日
以
降
に
区
議

会
事
務
局
へ
。

※
手
話
通
訳
を
ご
希
望
の
方

は
、
希
望
日
の
四
日
前
ま

で
に
お
申
し
込
み
を
。

第
二
回
区
議
会
定
例
会

区
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

�

問合せ

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―　

―　

）

１６６

２２

３２

�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１　

３
３
１
７
‐
６
６
２
０

FAX

價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
價
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疑
問
・
体
験
・
大
発
見
！

科
学
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
…

　

【
日
時
・
内
容
】
下
表
の
と

お
り
【
会
場
】
科
学
教
育
セ
ン

タ
ー
【
対
象
】
区
内
在
住
の
国

立
・
私
立
中
学
校
一
年
生
【
定

員
】
各
四
〇
名
（
地
質
ク
ラ
ブ

は
三
〇
名
）【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
第
一
希
望
・
第
二
希
望
の
ク

ラ
ブ
名
を
明
記
し
て
、
６
月　
２０

日
（
必
着
）
ま
で
に
科
学
教
育

セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
３
３

１６７

清
水
３
―
３
―　

）
へ
。
定
員

１３

に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
６
‐
４
３
９
１

へ
。

※
①
区
立
中
学
校
の
方
は
、
学

校
を
通
じ
て
募
集
し
ま
す
②

地
質
ク
ラ
ブ
の
現
地
学
習
で

は
、
入
館
料
な
ど
の
実
費
負

担
が
必
要
で
す
③
前
半
、
後

半
の
両
方
に
参
加
を
申
し
込

め
ま
す
。

　

昨
年
度
開
講
し
た
講
座
の
二

年
目
と
し
て
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形

式
で
学
習
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
６
月　

日
�
〜　

１９

１３

年
３
月
ま
で
／
午
後
７
時
〜
月

三
回
程
度
（
夏
期
休
講
）【
会

場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１

―　

―　

）【
内
容
】「
気
象
と

２２

３２

生
活
･
災
害
」「
人
間
活
動
と

気
象
現
象
」「
大
気
現
象
の
予

測
」
の
２
コ
ー
ス
と
学
習
成
果

講
座
・

　

講
演

「よくわかる介護保険」
ジェイコム東京（ケーブルテレビ）2chで放映

時間：午前９時１５分～、午後０時１５分～、７時１５分～（各１５分間）

第１回　知っておきたい介護保険― ６月５日�～１１日�／６月２６
日�～７月２日�

第２回　サービスを利用するためには―６月１２日�～１８日�／
　　　　７月３日�～９日�
第３回　介護保険にはどんなサービスがあるの？― ６月１９日�～

２５日�／７月１０日�～１６日�  問い合わせは介護保険課へ

〈中学校科学教室「夏休みクラブ」〉

月　　日内　　　　容クラブ名

７月２８日蒸留実験
化学前　

半

７月２９日線香花火
７月３１日藍染め
７月２８日～２９日星の写真を撮ろう�・�天文

・
気象 ７月３１日天気図を書こう

８月１日光の進み方～反射・屈折～
物理

後　

半

８月２日・３日“熱線”の正体を探る�・�
８月１日種子で飾る―ネイチャークラフト―

生物 ８月２日種子で飾る―納豆作り―
８月３日種子で飾る―ミニ園芸教室―
８月１日地層と地殻変動�―地層のでき方―

地質

８月２日地層と地殻変動�―城ケ島巡検―

８月３日地層と地殻変動�―城ケ島の地層の
性状と生い立ち―

８月４日地層と地殻変動�―地層でわかる日
本列島の歴史―

※時間は、午前９時から正午まで。ただし地質の８月２日の現地学習
は午前７時から午後６時まで。

の
ま
と
め
づ
く
り
【
対
象
】
区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で　

歳
１８

以
上
の
方
【
定
員
】
各
コ
ー
ス

一
五
名
【
参
加
費
】
一
〇
〇
〇

円
　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
希
望
コ
ー
ス
も
一
つ
書
い

て
、
６
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１１

に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　
１６６

‐
０
０
１
１
梅
里
１
―　

―
２２

　

）
へ
。

３２
　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

へ
。

　

パ
ソ
コ
ン
を
さ
わ
っ
た
こ
と

が
な
い
方
や
、
現
在
購
入
を
考

え
て
い
る
方
、
初
心
者
の
方
が

対
象
で
す
。

　

【
日
時
・
コ
ー
ス
】
６
月　
２６

日
�
〜
６
月　

日
�
／
�
午
前

３０

コ
ー
ス
＝
午
前　

時
〜
正
午
�

１０

午
後
コ
ー
ス
＝
午
後
１
時
〜
３

時
【
会
場
】
障
害
者
福
祉
会
館

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
障
害
者
【
定
員
】
各
コ

ー
ス
一
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
希
望
の
コ
ー
ス
（
午
前
ま
た

は
午
後
）
と
配
慮
が
必
要
な
障

害
の
状
況
も
書
い
て
、
６
月　
１６

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
障
害
者

福
祉
会
館
運
営
協
議
会
事
務
局

（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

４
―　

―
５
）
へ
。
申
し
込
み

１０

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
務
局

�
３
３
３
２
‐
６
１
２
１
�
３

３
３
５
‐
３
５
８
１
へ
。

※
�
手
話
通
訳
が
つ
き
ま
す

　

�
一
般
の
交
通
機
関
が
困
難

な
方
は
、
リ
フ
ト
付
バ
ス
の

送
迎
が
利
用
で
き
ま
す
。
�

�
が
必
要
な
場
合
は
、
申
し

込
み
の
際
に
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

　

茶
筒
を
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
で
お
し
ゃ
れ
に
変
身
さ
せ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】
６
月　

日
�
・　

１６

３０

日
�
（
二
回
シ
リ
ー
ズ
）
午
前

　

時　

分
〜
午
後
０
時　

分

１０

３０

３０

【
会
場
】
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば

FAX

高
井
戸
【
定
員
】
一
五
名
【
参

加
費
】
二
回
で
一
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
６
月
８
日
（
必
着
）
ま
で

に
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

３
―
７
―
４
）
へ
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
ひ
ろ
ば

�
３
３
３
１
‐
４
３
６
０
へ
。

�
セ
ミ
ナ
ー

子
育
て
一
人
で
悩
ま
な
い
で
！

　

【
日
時
・
内
容
】
右
表
の
と

お
り
【
会
場
】
男
女
平
等
推
進

セ
ン
タ
ー
（
ゆ
う
杉
並
）
【
講

師
】
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
セ
ラ
ピ
ィ

「
な
か
ま
」
・
遠
藤
み
ち
恵
さ

ん
【
対
象
】
区
内
在
住
の
、
就

学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
お
母
さ

ん
【
参
加
費
】
無
料
【
定
員
】

三
〇
名

�
公
開
講
座

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ー
ソ
ン
に
な
る
た
め
に

　

【
日
時
】
６
月　

日
�
午
後

２４

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
男
女
平

等
推
進
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
う
杉

並
）
【
講
師
】
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
福
沢
恵
子
さ
ん
【
対
象
】

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
す
女

性
【
定
員
】
三
〇
名
【
参
加
費
】

無
料

　

申
し
込
み
は
、
①
②
と
も
ハ

ガ
キ
（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参

照
）
で
、
①
６
月
７
日
（
必
着
）

②
６
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

１２

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
（
〒

　

‐
０
０
５
１
荻
窪
１
―　

―

１６７

５６

３
）
へ
。
フ
ァ
ク
ス
（
�
３
３

９
３
‐
４
７
１
４
）
で
の
申
し

込
み
も
可
。
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
３
‐
４
４
１
０

へ
。

※
託
児
あ
り
（
１
歳
以
上
就
学

前
）。

　

【
日
時
】
６
月　

日
�
・　

２０

２１

日
�
の
午
後
６
時　

分
〜
８
時

３０

　

分
（
区
後
援
）【
会
場
】
産

４５業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
―

２
―　

）【
講
師
】
�
モ
ラ
ロ

１９

ジ
―
研
究
所
社
会
教
育
講
師
・

田
中
文
夫
さ
ん
、
川
上
秀
夫
さ

ん
【
参
加
費
】
二
〇
〇
〇
円

（
二
日
間
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
杉
並
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務

所
・
白
石
�
３
３
０
２
‐
１
０

０
６
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
�
３
３

０
２
‐
１
０
２
２
へ
。

　

【
日
時
】
７
月　

日
�
〜　

１０

１１

日
�
一
泊
二
日
（
区
後
援
）

【
集
合
場
所
】
①
Ｊ
Ｒ
阿
佐
ケ

谷
駅
前
②
杉
並
公
会
堂
前
【
集

合
時
間
】
①
②
と
も
午
前
７
時

FAXFAX

【
コ
ー
ス
】
杉
並
〜
上
田
城
跡

〜
信
濃
国
分
寺
〜
別
所
常
楽
寺

〜
志
賀
高
原
（
泊
）
〜
善
光
寺

〜
開
智
学
校
〜
松
本
城
〜
杉
並

【
定
員
】
九
〇
名
【
参
加
費
】

二
万
三
〇
〇
〇
円
（
一
泊
四

食
・
交
通
費
・
拝
観
料
・
保
険

な
ど
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
３
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
６
月　

日
（
必
着
）
ま
で

１５

に
杉
並
郷
土
史
会
・
原
田
弘（
〒

　

‐
０
０
１
２
和
田
３
―　

―

１６６

２７

　

）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

２３合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
同
会
・
原
田

�
３
３
１
２
‐
６
６
２
３
へ
。

　

【
日
時
】
６
月　

日
�
午
前

２０

９
時　

分
〜
正
午
【
会
場
】
荻

３０

窪
保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―

　

―
１
）【
内
容
】
ど
れ
だ
け
食

２０べ
て
、
ど
れ
だ
け
動
く
？
短
時

間
で
学
ぶ
実
践
方
法
【
講
師
】

済
生
会
横
浜
市
南
部
病
院
栄
養

課
長
・
戸
村
加
洋
子
さ
ん
【
対

象
】
区
内
在
住
で
、
今
ま
で
に

高
脂
血
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー
を
受

講
し
た
こ
と
の
な
い
方
【
定

員
】
三
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３

３
９
１
‐
０
０
１
５
へ
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

【
日
時
】
６
月　

日
�
午
前

１５

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
和
泉
保

１０健
セ
ン
タ
ー
（
和
泉
４
―　

―
５０

６
）【
内
容
】
肥
満
予
防
の
講

義
と
バ
ラ
ン
ス
食
実
演
・
試
食

【
講
師
】
ダ
イ
エ
ッ
ト
デ
ザ
イ

ナ
ー
・
平
野
美
由
紀
さ
ん
【
対

象
】
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

【
定
員
】
二
五
名
【
参
加
費
】

無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
和
泉
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
１
３
‐
９
３
３
１

へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。

　

【
日
時
】
６
月　

日
�
午
後

１６

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
会

３０

３０

場
】
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー

（
上
井
草
３
―
８
―　

）【
内

１９

容
】
糖
尿
病
が
心
配
な
人
の
外

食
の
選
び
方
、
調
味
料
の
考
え

方
【
講
師
】
立
川
第
一
相
互
病

院
管
理
栄
養
士
・
竹
内
亜
希
子

さ
ん【
対
象
】区
内
在
住
・
在
勤

で
糖
尿
病
の
気
に
な
る
方
【
定

員
】
三
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
�
３

３
９
４
‐
１
２
１
２
へ
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

障
害
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

講
習
会
（
基
礎
コ
ー
ス
）

�
中
学
校
科
学
教
室

夏
休
み
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
よ
う

��
杉
並
区
民
大
学

自
然
系
「
局
地
気
象
と
人
間
」

専
門
コ
ー
ス

�

�
リ
サ
イ
ク
ル
講
習
会

空
き
缶
を
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
に

�

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

の
講
座

�
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

心
を
育
て
る
道
徳
２
０
０
０

��
郷
土
史
講
座

史
跡
見
学
会　
　

―
「
信
州
の
鎌
倉
」
別
所
、

　

善
光
寺
、松
本
城
と

　

開
智
学
校
へ
の
旅

�

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

高
脂
血
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー

食
事
編

�
栄
養
健
康
講
座

ダ
イ
エ
ッ
ト
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に

�

糖
尿
病
講
習
会

　

最
近
の
住
宅
は
高
気
密
化
が

進
み
換
気
不
足
に
な
り
が
ち
で

す
。
換
気
が
不
足
す
る
と
室
内

の
建
材
や
家
具
か
ら
発
生
し
た

有
害
な
化
学
物
質
の
濃
度
が
高

く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
常
生
活
に
伴
っ
て

発
生
す
る
湿
気
が
室
内
に
滞
留

し
湿
度
が
上
昇
す
る
と
、
カ
ビ

や
ダ
ニ
が
発
生
す
る
の
で
ア
レ

ル
ギ
ー
な
ど
の
様
々
な
健
康
被

害
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。

　

換
気
を
す
る
と
、
室
内
空
気

中
の
化
学
物
質
を
排
出
す
る
と

と
も
に
、
湿
気
を
追
い
出
し
湿

度
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

季
節
を
問
わ
ず
、
一
時
間
に

五
分
程
度
は
窓
を
開
け
た
り
換

気
扇
を
回
し
て
新
鮮
外
気
を
取

り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
こ
の
と

き
、
反
対
側
の
窓
を
少
し
開
け

て
空
気
の
吸
い
込
み
口
を
確
保

す
る
と
効
果
的
で
す
。

　

区
で
は
快
適
な
室
内
空
気
環

境
を
確
保
す
る
た
め
の
相
談
、

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
保
健

所
生
活
衛
生
課
住
居
衛
生
班
�

３
３
９
１
‐
１
９
９
１
へ
。

上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換
気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気
でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快
適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

上
手
な
換
気
で
快
適
に

〈セミナー「子育て、一人で悩まないで！」〉
テーマ月　日

講義「今の子育て、何が難しい？」
心理ゲームを通じて自己紹介６月１５日

自分を表現する―コラージュを使って　　２２日
コラージュ作品を使って、グループでの話し合い「自律
訓練法」を身につける　　２９日

自己発見―シートに記入しながら７月６日
まとめとふりかえり　　１３日

※時間は、毎週木曜日午前１０時～正午。

暴走族追放強化期間
６月１日�～３０日�

家庭・地域ぐるみで、暴走族追放の
気運を高めていきましょう。
問い合わせは、計画調整課または各警察署（杉並�３３１４
‐０１１０／高井戸�３３３２‐０１１０／荻窪�３３９７‐０１１０）へ。
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郷
土
博
物
館
で
は
、
夏
の
企

画
展
と
し
て
、
７
月　

日
か
ら

１５

９
月　

日
ま
で
「
都
市
鳥
か
ら

１０

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
す
ぎ
な
み
で

減
っ
た
鳥
、
増
え
た
鳥
―
」
を

開
催
し
ま
す
。
展
示
の
中
で
、

街
で
カ
ラ
ス
や
ド
バ
ト
が
増
え

て
い
る
原
因
や
人
間
と
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
ま

す
。
区
内
の
小
中
学
生
の
み
な

さ
ん
か
ら
も
、「
カ
ラ
ス
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
絵
を
募
集
し
ま

す
。
そ
し
て
応
募
作
品
を
期
間

中
、
館
内
に
展
示
し
ま
す
。

〈無料入浴実施公衆浴場一覧〉
第１、第３日曜（午後２時～４時）実施

所在地・電話番号浴場名所在地・電話番号浴場名所在地・電話番号浴場名
松庵３‐７‐１２第二玉の湯堀ノ内２‐１３‐１１富士の湯高円寺南３‐２５‐１弁天湯
西荻南１‐２１‐４天狗湯和田１‐３１‐３桃の湯高円寺南４‐３９‐１７つかさ湯
上荻２‐４０‐１４ＧＯＫＵＲＡＫＵＹＡ和田３‐１１‐９桜湯高円寺南５‐３０‐１９谷中湯
宮前４‐６‐１３第二石原浴場天沼１‐１３‐１２林泉湯高円寺北３‐２９‐２並の湯
久我山２‐１１‐５末広湯天沼３‐３８‐１２第一宝湯阿佐谷南３‐３８‐２４開楽湯
高井戸西１‐２１‐８白山湯井草１‐１７‐７森の湯阿佐谷北１‐１３‐７玉の湯
浜田山３‐２４‐４浜の湯下井草５‐３‐１５井草湯阿佐谷北４‐１７‐１１平和湯
永福４‐２‐１０永福湯上井草３‐３３‐２３大師湯梅里１‐１３‐７杉並湯
和泉１‐１‐４湯の楽代田橋西荻北３‐３２‐３玉の湯成田東２‐２８‐１１白山湯
和泉１‐５３‐１６弁天湯西荻北４‐２４‐５天徳湯成田東４‐３９‐５ぼたん湯※

荻窪１‐４０‐８西田浴泉
第２、第４日曜（午後２時～４時）実施

所在地・電話番号浴場名所在地・電話番号浴場名所在地・電話番号浴場名
西荻南２‐９‐２第二清水湯天沼２‐１７‐２０藤の湯高円寺南３‐５４‐１４第三宮下湯
荻窪４‐７‐１５泉　湯本天沼１‐２‐８亀の湯高円寺南４‐２９‐２宮下湯
高井戸東３‐９‐３１※平和湯本天沼２‐７‐１３第ニ宝湯高円寺南５‐１‐７香藤湯
下高井戸４‐１７‐１７こがね湯本天沼３‐３９‐１６第二文化湯高円寺北３‐３２‐２小杉湯
永福３‐５１‐７大黒湯井草５‐１８‐１０ゆたか湯阿佐谷南３‐２７‐４観音湯
和泉１‐１８‐１和泉湯下井草２‐３３‐９梅月湯阿佐谷北２‐２２‐１天徳泉
和泉１‐３４‐２大黒湯桃井１‐３５‐９亀の湯成田東１‐１４‐７吉の湯
方南１‐１１‐１３初音湯桃井４‐２‐９秀の湯※成田東５‐３‐１９成宗湯
和田１‐７１‐１８大和湯西荻北４‐３‐１０文化湯荻窪３‐４６‐１３荻の湯

堀ノ内３‐２８‐６小宝湯
※印は、６月から実施日が変更になる浴場

〈夏季保養施設開設場所・利用料金〉

借上げ
室数

施設規模
（定員）

利用料金（１泊２食）
施設名開設場所 食事不要の

幼児
小人大人

１室６畳＋６畳＋
洋１７．５畳（６名）無料３３００円４７００円エンゼルグラン

ディア越後中里越後中里山

１室６畳＋ツイン＋L
（５名）無料３５２０円５７２０円マホロバ・

マインズ三浦三浦海岸海

２室８畳（４名）無料４０００円６５００円 積善佳松亭山荘 
せきぜんかしょうていさんそう四万温泉

（中之条）

温　

泉

１室９畳＋ツイン
（６名）２０００円４０００円６０００円ホテル湯伝湯村温泉

（甲府）

２室１０畳（５名）無料４０００円７０００円ホテル南風荘箱根温泉
（箱根湯本）

１室１０畳（５名）無料５０００円７０００円菊屋修善寺温泉
（修善寺）

※小人＝小学生（マホロバ・マインズ三浦・エンゼルグランディア越後中里は３～１２歳。なお、エ
ンゼルグランディア越後中里は３～５歳＝２４００円）。幼児＝未就学児。

※利用料金はこの他に消費税や入湯税などがかかります。
※各施設のパンフレットは国民健康保険課にあります（郵送不可）。
※すぎなみ国保だより第１２８号で選考中の施設は、上記のとおりエンゼルグランディア越後中里に
決定しました。

　

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
学

の
小
・
中
学
生
【
テ
ー
マ
】

「
カ
ラ
ス
」「
カ
ラ
ス
と
人

間
」「
人
間
か
ら
カ
ラ
ス
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」「
カ
ラ
ス
か
ら

人
間
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」（
絵

の
中
に
文
字
を
書
い
て
も
い
い

で
す
）【
画
材
と
大
き
さ
】
画

用
紙
（
八
切
サ
イ
ズ
）
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
画

材
は
自
由
。
タ
テ
・
ヨ
コ
自
由

【
応
募
方
法
】
作
品
の
裏
右
下

に
学
校
名
・
学
年
・
住
所
・
電

話
番
号
・
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）・
性
別
を
書
い
て
、６
月　
２０

日
（
必
着
）
ま
で
に
郷
土
博
物

館
（
〒　

‐
０
０
６
１
大
宮
１

１６８

―　

―
８
）
へ
郵
送
ま
た
は
持

２０
参
し
て
く
だ
さ
い
（
応
募
作
品

は
返
却
し
ま
せ
ん
）。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
博
物
館

�
３
３
１
７
‐
０
８
４
１
へ
。

　

【
応
募
資
格
】
理
学
療
法
士

の
有
資
格
者
【
勤
務
内
容
】
高

齢
者
な
ど
の
機
能
訓
練
【
勤
務

場
所
】
高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー

分
室
（
高
円
寺
南
３
―　

―
２９

５
）【
報
酬
】
一
日
一
万
六
二

〇
〇
円
【
採
用
期
間
】
８
月
か

ら
９
月
ま
で
（
週
四
日
程
度
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
者
事

業
課
へ
。

　

働
く
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん

の
育
児
を
支
援
す
る
有
償
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
内
容

は
保
育
園
の
送
り
迎
え
や
、
保

育
園
の
保
育
時
間
外
の
子
ど
も

の
預
か
り
な
ど
、
短
時
間
で
補

助
的
な
活
動
で
す
。
関
心
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
説
明
会
へ
お
出

か
け
下
さ
い
。

　

【
日
時
・
会
場
】
▽
第
一
六

回
＝
６
月　

日
�
産
業
商
工
会

１７

館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

）
１９

▽
第
一
七
回
＝
７
月
５
日
�
社

会
福
祉
会
館
４
階
会
議
室
（
阿

佐
谷
南
１
―　

―
７
）
▽
第
一

１６

八
回
＝
９
月　

日
�
社
会
福
祉

１４

会
館
４
階
会
議
室
。
時
間
は
、

い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
正
午

１０

（
時
間
厳
守
）【
参
加
費
】
無
料

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
�
５
３
０
６
‐
７
１
７
７

へ
。

　

農
業
に
関
心
が
あ
り
、
野
菜

栽
培
農
家
を
応
援
し
て
く
だ
さ

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

【
資
格
】
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
健
康
な
お
お
む
ね

　

歳
以
上
の
方
【
研
修
】
援
農

２０技
術
講
座
を
受
講
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
【
募
集
人
数
】
野
菜

コ
ー
ス
二
〇
名
程
度
【
申
込
方

法
】
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

６
月　

日
ま
で
に
経
済
勤
労
課

１５

農
務
係
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

※
申
込
書
は
、
各
出
張
所
・
サ

ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
・
経
済
勤

労
課
農
務
係
に
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は

保
護
者
が
病
気
・
出
産
な
ど
で

一
時
的
に
お
子
さ
ん
を
養
育
す

る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
場
合

ご
家
族
に
代
わ
っ
て
区
内
の
施

設
で
養
育
す
る
制
度
で
す
。

　

【
対
象
】
区
内
在
住
の
２
〜

　

歳
の
お
子
さ
ん
【
利
用
施

１２設
】
カ
リ
タ
ス
の
園
小
百
合
の

寮
（
井
草
４
―　

―　

�
３
３

１９

２８

９
４
‐
２
４
５
１
）【
利
用
期

間
】
原
則
と
し
て
七
日
間
【
費

用
】
食
事
代
、
雑
費
な
ど
に
相

当
す
る
額

　

申
し
込
み
は
、
印
鑑
・
保
険

証
持
参
の
う
え
、
児
童
青
少
年

セ
ン
タ
ー
子
育
て
推
進
係
（
荻

窪
１
―　

―
３
�
３
３
９
３
‐

５６

４
７
１
１
ゆ
う
ラ
イ
ン
）
ま
た

は
直
接
施
設
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

　

蚕
糸
の
森
公
園
（
和
田
３
―

　

―　

）、
塚
山
公
園
（
下
高

５５

３０

井
戸
５
―　

―　

）、
井
草
森

２３

１２

公
園
（
井
草
４
―　

―
１
）
で

１２

は
、
夏
休
み
の
期
間
、
団
体
に

よ
る
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
が
で
き
ま

す
（
日
曜
を
除
く
）。

　

申
し
込
み
は
、
６
月
１
日
か

ら
実
施
日
の
三
日
前
ま
で
公
園

緑
地
課
（
区
役
所
西
棟
四
階
）

で
受
け
付
け
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

　

福
祉
機
器
展
示
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―
１
阿
佐

谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家
内
）
で

は
、
当
施
設
を
多
く
の
皆
さ
ん

が
ご
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
６

月
か
ら
日
曜
、
祝
日
も
開
館
い

た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

◇
利
用
案
内

　

福
祉
機
器
展
示
セ
ン
タ
ー
に

は
、
在
宅
介
護
を
手
助
け
す
る

た
め
の
特
殊
寝
台
や
車
い
す
な

ど
の
福
祉
機
器
と
浴
室
や
ト
イ

レ
の
改
造
、
手
す
り
や
ス
ロ
ー

プ
の
設
置
モ
デ
ル
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

展
示
機
器
は
、
実
際
に
体
験

で
き
る
ほ
か
、
操
作
方
法
の
説

明
や
福
祉
機
器
に
関
す
る
相
談

に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
擬
似
体
験
セ
ッ
ト
（　
８０

歳
く
ら
い
の
高
齢
者
に
な
っ
て

み
る
）
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
要
予
約
）。

　

同
施
設
の
開
館
時
間
は
、
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で

す
（
た
だ
し
、　

月　

日
か
ら

１２

２９

１
月
３
日
ま
で
休
館
し
ま

す
）。
詳
し
く
は
、
阿
佐
谷
北

ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３
３
８
‐

８
６
３
０
へ
。

　

区
内
の
公
衆
浴
場
を
毎
月
二

回
（
第
一
・
第
三
ま
た
は
第

二
・
第
四
日
曜
の
午
後
２
時
か

ら
４
時
ま
で
）
無
料
で
開
放
し

て
い
ま
す
。
対
象
は
、
区
内
に

住
む　

歳
以
上
の
方
お
よ
び
付

６０

添
人
で
す
。

　

開
放
し
て
い
る
浴
場
は
、
下

表
の
と
お
り
で
す
。
実
施
日
を

変
更
し
た
浴
場
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
者
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
係
�
３

３
３
１
‐
９
２
１
１
へ
。

　

区
内
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

夏
季
保
養
施
設
を
開
設
し
ま

す
。

　

【
期
間
】
７
月　

日
〜
８
月

２０

　

日
（
三
浦
海
岸
は
８
月　

日

２５

２０

ま
で
）【
施
設
】
下
表
の
と
お

り
　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
一
世
帯
一
枚
で
国
民
健
康
保

険
料
に
未
納
の
な
い
方
）
に
�

代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
�
保
険
証
記
号
番
号
�
希

望
施
設
・
宿
泊
日
・
泊
数
（
二

泊
ま
で
）・
人
数
（
二
名
以
上

定
員
ま
で
）
を
第
三
希
望
ま
で

書
い
て
、
６
月　

日
（
必
着
）

２０

ま
で
に
国
民
健
康
保
険
課
管
理

係
へ
。

　

６
月　

日
午
前　

時
か
ら
同

２２

１１

係
で
公
開
抽
選
を
行
い
、
当
落

を
決
定
し
、
返
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
空
き
室
が
あ
る
場
合

は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
以

外
の
方
も
含
め
て
、
７
月
５
日

か
ら
電
話
お
よ
び
国
民
健
康
保

険
課
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

掲示板都
会
の
鳥
「
カ
ラ
ス
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
を

描
い
て
み
ま
せ
ん
か

�
リ
ハ
ビ
リ
教
室

理
学
療
法
士（
非
常
勤
）

�

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
協
力
会
員

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
場

福
祉
機
器
展
示
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
の
た
め
の
無
料
入
浴
を

実
施
し
て
い
ま
す

国
民
健
康
保
険 

夏
季
保
養
施
設
申
込
受
付
中

　

ひ
と
り
親
・
高
齢
者
・
心

身
障
害
者
・
多
子
・
車
い
す

使
用
者
世
帯
向
け
住
宅
の
募

集
で
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る

度
合
い
の
高
い
世
帯
か
ら
順

に
登
録
し
、
住
宅
を
あ
っ
せ

ん
し
ま
す
。

◇
募
集
戸
数　

一
八
〇
〇
戸

ひ
と
り
親
世
帯　

八
〇
三
戸

高
齢
者
世
帯　
　

五
二
一
戸

心
身
障
害
者
世
帯
三
三
六
戸

多
子
世
帯　
　
　

一
一
〇
戸

車
い
す
使
用
者
世
帯
三
〇
戸

◇
申
込
資
格

　

①
都
内
に
引
き
続
き
三
年

以
上
居
住
（
車
い
す
使
用
者

世
帯
向
け
住
宅
に
つ
い
て

は
、
申
込
日
現
在
、
都
内
に

居
住
し
て
い
れ
ば
可
）
す
る

成
年
者
で
、
そ
の
こ
と
が
住

民
票
な
ど
で
証
明
で
き
る
こ

と
②
同
居
親
族
が
い
る
こ
と

③
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準

内
で
あ
る
こ
と
な
ど

◇
申
込
用
紙

　

配
布
期
間
・
場
所

　

６
月
１
日
〜
８
日
（
休
日

を
除
く
）
の
間
に
、
住
宅
課

（
区
役
所
西
棟
五
階
）、出
張

所
、
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、

福
祉
事
務
所
で
配
布
し
ま

す
。

◇
申
込
方
法

　

申
し
込
み
は
、
郵
送
で
、

６
月
１
日
〜
８
日
の
消
印
が

あ
り
、
６
月　

日
ま
で
に
東

１３

京
都
住
宅
局
に
届
い
た
も
の

が
有
効
で
す
。☆ 

　

問
い
合
わ
せ
は
、
住
宅
課

へ
。

�
家
族
向
け
ポ
イ
ン
ト
方
式
に
よ
る

都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
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きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき
家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家

都
営
住
宅
あ
き
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〈平成１２・１３年度明るい選挙推進委員〉

　

平
成　

年
度
の
特
別
区
民

１２

税
・
都
民
税
（
普
通
徴
収
分
）

の
納
税
通
知
書
を
６
月　

日
付

１３

で
お
送
り
し
ま
す
。

　

住
民
税
の
証
明
書
も　

日
か

１３

ら
発
行
で
き
ま
す
。
な
お
、
住

民
税
の
証
明
書
が
必
要
な
場

合
、
本
人
以
外
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。
問
い
合
わ
せ
は
課
税

課
へ
。

○
納
期
限
と
納
付
場
所

◇
納
期
限

▽
第
一
期　

６
月　

日
�

３０

▽
第
二
期　

８
月　

日
�

３１

▽
第
三
期　
　

月　

日
�

１０

３１

▽
第
四
期　
　

年
１
月　

日
�

１３

３１

◇
納
付
場
所

�
銀
行
・
信
用
金
庫
な
ど

�
郵
便
局

�
区
役
所
・
出
張
所

　

「
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
て
し

ま
い
、
延
滞
金
が
つ
い
て
し
ま

っ
た
」

　

こ
ん
な
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◇
口
座
振
替
の
申
し
込
み

　

印
鑑
と
預
貯
金
通
帳
を
用
意

し
、
金
融
機
関
（
郵
便
局
を
含

む
）
の
窓
口
で
申
請
す
る
か
、

区
役
所
、
出
張
所
に
置
い
て
あ

る
申
込
書
で
金
融
機
関
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
振
替
方
法

　

次
の
�
�
い
ず
れ
か
の
方
法

を
、
口
座
振
替
申
込
時
に
お
選

び
く
だ
さ
い
。

�
年
四
回
、
各
期
ご
と
に
振
替

�
年
一
回
、
一
年
分
を
第
一
期

に
ま
と
め
て
振
替

◇
口
座
振
替
済
通
知
書
の
廃
止

に
つ
い
て

　

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
引

き
落
し
に
つ
い
て
は
、
ハ
ガ
キ

に
て
「
振
替
済
み
の
お
知
ら

せ
」
を
送
付
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
廃
止
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
手
数
で
す
が
、
振
替
済
み

の
ご
確
認
は
、
お
手
元
の
預
貯

金
通
帳
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
納
税
課

へ
。

　

特
別
区
民
税
所
得
割
の
最
高

税
率
を
前
年
度
と
同
率
の　

％
１０

に
据
え
置
き
、
定
率
に
よ
る
税

額
控
除
（
個
人
住
民
税
の
所
得

割
額
の　

％
、
四
万
円
を
限

１５

度
）
を
行
い
ま
す
。

◇
徴
収
の
方
法

　

給
与
所
得
者
（
特
別
徴
収
）

の
場
合
は
、
減
税
後
の
年
税
額

を
６
月
分
か
ら
平
成　

年
５
月

１３

分
ま
で
の
一
二
カ
月
で
徴
収
し

ま
す
。

　

公
的
年
金
受
給
者
・
事
業
所

得
者
な
ど
（
普
通
徴
収
）
の
場

合
は
、
減
税
後
の
年
税
額
を
各

納
期
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
均
等
割
、
所
得
割

の
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

を
行
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
課
税
課

へ
。

●

●

●

●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●

　　　＜所得からの控除額＞
児童手当・児童育成手当共通

８０，０００円一律控除
２７０，０００円勤労学生・寡婦・寡夫控除
３５０，０００円特別寡婦控除
５００，０００円老年者控除
２７０，０００円障害者控除（１人につき）
４００，０００円特別障害者控除（１人につき）
控除相当額雑損・医療費・小規模企業共済等掛金控除
６０，０００円児童手当老人扶養控除（１人につき） １００，０００円児童育成手当

児童育成手当のみ
控除相当額配偶者特別控除
２５０，０００円特定扶養控除（１人につき）

氏名地区名
秋元　利雄
大野　匡功
亀田　美智子
鴨下　�義
新戸　武久
鈴木　みちゑ
手塚　忠昭
宮川　肇

方
南
和
泉

安藤　昇全
石沢  正子
梯　敬
軽辺　和子
小宮　久作
出川　木曽子
寺島　寅夫
宮城　早苗
宮本　フク

下
高
永
福

田中　朋惠
藤枝　宏友
森�　勇
山主　�志

和
田

大野　留吉
江口　幸子
五本木　徳治
斉藤　正春
竹内　達雄
田中　みころ
恒田　嘉夫

堀
ノ
内
松
ノ
木

阿部　孝喜
大久保　貢祐
熊倉　誠太郎
鈴木　光子
福島　�一

高
円
寺
中
央

浅田　�
大河原　章雄
保科　裕子
山森　平和
横溝　利之

高
円
寺
北

坂下　恭二
関根　秀子
豊田　増三郎
中島　正江
宮崎　今朝則

馬
橋

相沢　東治
阿部　勝利
柿沼　健治
神林　正
佐藤　久美子
清水　光三郎
玉野　文子
牧野　八千代

阿
佐
谷

氏名地区名

石原　一夫
伊藤　千代子
今井　晶子
風間　勝博
田口　忠男

天
沼

井上　啓輔
鬼塚　俊良
北爪　宏一
黒澤　正藏
�橋　アサ子
武田　冨乃
橘　正行
東福　博

成
田

岡　菊江
貝増　善次郎
倉持　雅代
神山　圭右
千葉　八千代
都筑　章好
増澤　尚子

荻
窪

奥野　倶養
萩原　ヨシ子
前田　やよひ

上
荻
窪

井出　米子
河合　潤子
真壁　和子
米倉　ふよ子

清
沓
中
通

井口　賢三
木村　恭子
近藤　榮
田中　英雄
福田　榮子
村上　辰枝

下
井
草

氏　　名地区名

小美野　慎一
小美濃　昌男
柿澤　好治
野田　敏夫
花岡　功大
平野　昭五
本橋　忠藏

上
井
草

進藤　恩利
田邊　謹也
中島　英吉
松原　清子
緑川　登美
宮本　梅次
村山　京子
安田　茂
安田　満
弓削田　庸惠

宮　

前

金成　ヒデ子
川合　博子
小舘　雅子
牛膓　智恵子
中川　初美
松尾　和子
本橋　享子

高
井
戸

伊藤　正男
風間　新治郎
鍛治　道春
木村　英俊
倉林　政雄
佐藤　ミツル
竹内　敏晴
中川　龍造
名越　康次
松田　朱代
森谷　靖武
矢島　直子

公　

募

明るい選挙推進協議会会員

横山　なつ子会長

青沼　康子　　津田　幸治副会長

日�　道博　　笠井　博
松井　�　　嶋崎　節爾会員

寺田　かつ子　　河合　かず子話しあい
指導員

和田　功　　早川　利雄
�浦　格　　川島　宏則選管委員

　

児
童
交
通
公
園
（
成
田
西
１

―　

―　

）
で
は
、
夏
の
期
間

２２

１３

自
転
車
・
ゴ
ー
カ
ー
ト
の
貸
出

時
間
を
延
長
し
ま
す
。

　

【
期
間
】
６
月
１
日
〜
８
月

　

日
【
貸
出
時
間
】
午
前
９
時

３１〜
午
後
５
時　

分
３０

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
管
理
事

務
所
�
３
３
１
５
‐
４
５
６
４

へ
。

※
６
月
１
日
よ
り
駐
車
場
を
廃

止
し
ま
す
。車
で
の
来
園
は
、

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

【
助
成
対
象
】
都
内
を
活
動

拠
点
に
、
絵
画
を
主
な
活
動
内

容
に
し
て
い
る
中
高
年
者
サ
ー

ク
ル
ま
た
は
こ
れ
か
ら
絵
画
に

関
す
る
サ
ー
ク
ル
を
結
成
す
る

三
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
【
応
募

条
件
】
地
域
に
お
い
て
、
現
会

員
以
外
の
中
高
年
者
の
参
加
を

募
り
、
写
生
会
、
絵
画
教
室
、

絵
画
展
な
ど
の
事
業
を
「
絵
画

で
語
る
東
京
―
私
の
好
き
な

人
・
モ
ノ
・
風
景
」
を
テ
ー
マ

に
８
月
１
日
〜　

年
１
月　

日

１３

３１

の
間
に
行
う
こ
と
【
助
成
額
】

八
万
円
を
限
度
に
、
事
業
費
総

額
の　

％
以
内
の
額

７０

　

申
し
込
み
は
、
所
定
の
申
請

書
（
郵
便
で
請
求
も
可
）
で
６

月
１
日
〜　

日
に
�
東
京
都
地

３０

域
福
祉
財
団
東
京
い
き
い
き
ラ

イ
フ
推
進
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
１６２

０
８
２
３
新
宿
区
神
楽
河
岸
１

―
１
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
�
３
２
３
５
‐
１
１
６
７

へ
。

　

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手

当
・
児
童
育
成
障
害
手
当
を
受

給
し
て
い
る
方
に
、
現
況
届
を

郵
送
し
ま
し
た
。
６
月
１
日
現

在
の
状
況
を
記
入
の
上
、
６
月

　

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

３０い
。

　

提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
６

月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

児
童
交
通
公
園
の

自
転
車
等
貸
出
し
時
間
を

延
長
し
ま
す

中
高
年
者
絵
画
サ
ー
ク
ル
へ
の

活
動
費
助
成

�
児
童
手
当
・
児
童
育
成
手

当
・
児
童
育
成
障
害
手
当

現
況
届
の
提
出
を

　

な
お
、
支
給
対
象
と
な
る
の

は
、　

年
中
の
所
得
金
額
か
ら

１１

各
手
当
で
定
め
る
控
除
額
を
差

し
引
い
た
後
の
金
額
が
、
左
上

表
の
所
得
限
度
額
未
満
の
方
で

す
。

◇
児
童
手
当

　

３
歳
未
満
の
児
童
の
い
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
（
所
得
制
限

あ
り
）。

　

【
手
当
月
額
】
▽
第
一
子
、

第
二
子
各
五
〇
〇
〇
円
▽
第
三

子
以
降
一
人
に
つ
き
一
万
円

◇
児
童
育
成
手
当

　
　

歳
の
年
度
末
ま
で
次
の
い

１８
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る
児
童
の

い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
（
所

得
制
限
あ
り
）。

�
父
母
が
離
婚
し
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
異
に
す
る
児
童
�

父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

�
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害

を
有
す
る
児
童
�
父
ま
た
は
母

が
生
死
不
明
で
あ
る
児
童
�
父

ま
た
は
母
に
一
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
児
童
�
父
ま
た
は
母

が
法
令
に
よ
り
一
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童
�
母
が
婚
姻

に
よ
ら
な
い
で
出
産
し
、
父
と

生
計
を
異
に
す
る
児
童

　

【
手
当
月
額
】
児
童
一
人
に

つ
き
一
万
三
五
〇
〇
円

☆

　

な
お
、
添
付
書
類
な
ど
不
明

な
点
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

問
い
合
わ
せ
・
提
出
は
児
童

福
祉
係
へ
。
た
だ
し
、
児
童
育

成
障
害
手
当
は
、
障
害
者
福
祉

係
へ
。

　

平
成　

・　

年
度
明
る
い
選

１２

１３

挙
推
進
委
員
一
二
〇
名
と
話
し

あ
い
指
導
員
二
名
が
二
年
の
任

期
で
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
（
下

表
）。

　

推
進
委
員
は
、
有
権
者
の
政

治
意
識
の
向
上
や
明
る
い
選
挙

の
実
現
の
た
め
に
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
日
常
の
身
近

な
問
題
か
ら
政
治
に
つ
い
て
考

え
る
「
話
し
あ
い
の
会
」
の
開

催
、
街
頭
啓
発
活
動
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
へ
。

　

歯
周
病
の
直
接
の
原
因
は
む

し
歯
と
同
様
に
細
菌
で
す
。
人

の
口
の
中
に
存
在
す
る
三
〇
〇

種
類
以
上
の
細
菌
の
内
、
数
種

類
が
歯
周
病
の
原
因
菌
で
す
。

こ
れ
ら
は
歯
周
病
だ
け
で
な

く
、
心
疾
患
な
ど
全
身
の
病
気

に
も
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
丁
寧
な
歯
磨
き
を
行
う
と

と
も
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
事
や
十
分
な
休
養
も
重
要
で

す
。
ま
た
、
喫
煙
と
歯
周
病
に

は
好
ま
し
く
な
い
因
果
関
係
が

あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
鏡
を
使
い
口
の
中

を
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、

歯
科
医
で
年
一
回
は
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
歯
科
診
療
所
な

ど
で
歯
磨
き
の
指
導
を
受
け

て
、
歯
と
全
身
の
健
康
増
進
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

問
い
合
わ
せ
は
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
。

　

【
日
時
】
６
月
４
日
�
午
後

１
時
〜
３
時　

分
【
会
場
】
Ｊ

３０

Ｒ
阿
佐
ケ
谷
駅
南
口
広
場
【
費

用
】
無
料

平
成　

・　

年
度
明
る
い
選

１２

１３

挙
推
進
委
員
と
話
し
あ
い

指
導
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
区
歯
科
医

師
会
�
３
３
９
３
‐
０
３
９
１

へ
。

　

【
日
時
】
毎
月
第
二
土
曜
日

の
午
前　

時
〜
正
午
（
時
間
厳

１０

守
。　

時
の
時
点
で
雨
天
の
場

１０

合
は
中
止
）【
拠
点
】
区
役

所
、
井
草
・
永
福
和
泉
・
荻

窪
・
西
荻
各
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
、
本
天
沼
区
民
集
会
所
、
方

南
和
泉
・
宮
前
各
出
張
所
、
リ

サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
【
出

し
方
】
洗
濯
し
た
も
の
を
透
明

な
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
四
五
�
）
に

入
れ
、
上
を
縛
っ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ふ
と
ん
・
カ
ー
ペ
ッ

ト
類
、
ぬ
い
ぐ
る
み
類
、
靴
・

バ
ッ
グ
類
、
は
ぎ
れ
（
三
〇
�

四
方
以
下
の
も
の
）
は
出
せ
ま

せ
ん
【
お
願
い
】
前
日
の
夜
な

ど
時
間
外
に
置
く
こ
と
は
、
絶

対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。
当
日

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
や
施
設

職
員
の
指
示
に
従
う
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
清
掃
課
へ
。

�
６
月
４
日
〜　

日
は

１０

　

歯
の
衛
生
週
間

歯
周
病
も
生
活
習
慣
病
で
す
！

�
区
歯
科
医
師
に
よ
る

歯
の
街
頭
相
談

布
類
の
拠
点
回
収

住住
民民
税税
のの
おお
知知
らら
せせ

�
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

�
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

＜所得限度額＞

児童育成手当
児童手当

扶養人数 厚生年金等
加入者

国民年金・
年金未加入者

３，４８１，０００円３，６１０，０００円１，７００，０００円０人
３，８６１，０００円３，９９０，０００円２，０８０，０００円１人
４，２４１，０００円４，３７０，０００円２，４６０，０００円２人
４，６２１，０００円４，７５０，０００円２，８４０，０００円３人

※以下扶養人数が１人増すごとに所得制限は３８万円増加します。

�
減
税
に
つ
い
て
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〈発行日〉広報すぎなみ…毎月１日・１１日・２１日

�区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇花の民踊大会
　【日時】６月１１日�午前１０時３０分～午後５時３０分【会場】杉並公会堂（上荻１‐
２３‐１５）【対象】区内在住・在勤・在学の方【参加費】無料【申込み・問合せ】区
民踊連盟・石田�３３３０‐１８４８へ
◇太極拳フェスティバル
　【日時】７月２０日�午前９時３０分～【会場】高円寺体育館（高円寺南２‐３６‐３１）
【対象】区内在住・在勤・在学の方【定員】５０名【参加費】無料【申込み】往復
ハガキ（３面ハガキ記入例参照）で、７月１５日（必着）までに区太極拳連盟・赤津
（〒１６７‐００５２南荻窪１‐１９‐８）へ【問合せ】同連盟・赤津�３３３４‐９８４９（午後
６時～１０時）
◇インディアカ交流大会
　【日時】７月９日�午前９時～午後５時【会場】荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）
【対象】区内在住・在勤・在学で中学生以上の方【定員】１２０名（先着順）【参加
費】無料【申込み】往復ハガキ（３面ハガキ記入例参照）に「ハッスル」（競技重
視）か「和気あいあい」（交流中心）のいずれかも書いて、６月２０日（必着）まで
にインディアカ協会事務局・武石（〒１６７‐００３４桃井４‐６‐１４）へ【問合せ】同
連盟・武石�３３９９‐５８７９（午後６時～９時）【備考】当日は、運動できる服装・体
育館履き、昼食を持参のこと
�第４３回杉並区バレーボール総合選手権大会
　【日時】７月２日�～２３日�午前９時～【会場】上井草スポーツセンター（上井
草３‐３４‐１）ほか【内容】一般男女＝６人制、家庭婦人・ＰＴＡ＝９人制【対象】
区バレーボール協会登録チーム（新規登録チームも可）【参加費】１チーム３０００円
（抽選会場で集めます）【申込み】所定の申込用紙（区立体育館においてありま
す）に必要事項を記入し、６月１４日（必着）までに区バレーボール協会・厚田和子
（〒１６７‐００５２南荻窪３‐２３‐１５）へ【問合せ】同協会・厚田�３３３３‐２１００
�区民体育祭秋季大会
◇軟式野球
　【日時】７月１６日～１１月の日曜・祝日午前９時～午後５時【会場】松ノ木運動場
（松ノ木１‐３‐２２）ほか【種目】成人の部・中学生の部【対象】区内在住・在勤・
在学で２０名以内で編成されたチーム【参加費】成人＝１チーム８０００円、中学生＝
１チーム５０００円【申込み】６月１８日�（午前１０時～午後３時）に参加費を持参の
上、高円寺社会教育会館（高円寺南４‐５０‐１）へ。なお、新規のチームは事前に問
い合わせを【問合せ】区軟式野球連盟・遠藤�３３３７‐８４８９（午前１１時～午後２時）

�ワンデー・スポーツ・パック「ラフティング教室」
　ラフト（ゴムボート）で激流を漕ぎ下ろう!!

　【日時】７月１５日�の午前７時３０分～午後６時【会場】埼玉県長瀞（荒川）【対
象】区内在住・在勤で健康な勤労者の方【定員】４０名【参加費】1万円（バス代、
用具レンタル料、昼食代等を含む）【申込み】往復ハガキ（３面ハガキ記入例参
照・２名まで連記可）に生年月日、身長、体重、勤務先の名称・所在地・電話番号も
書いて、６月１９日（必着）までに�杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南
１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル８階）へ【問合せ】同財団�３３１２‐２１１１（区代表）
�いきいき健康アドバイス
　運動機能測定（筋力・瞬発力・全身持久力・敏しょう性・平衡性・柔軟性）を
行い、専門スタッフが面談しながら①成人病予防②シェイプアップ③体力アップ
など、あなたの目的に応じた運動プログラムを作成します。
　【日時】７月９日�午後１時３０分～４時３０分【会場】荻窪体育館（荻窪３‐４７‐
２）【対象】区内在住･在勤･在学の方【定員】２０名【参加費】５００円【申込み】往
復ハガキ（３面ハガキ記入例参照・１プログラム２名まで連記可）に生年月日、
希望するプログラム番号（①～③）と以前受けた方はその日も書いて、６月１５日
（必着）までに荻窪体育館（〒１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２）へ。申し込み多数の場
合は、抽選【問合せ】同体育館�３２２０‐３３８１
�サッカー審判講習会
　【日時】７月９日�午前９時３０分～午後４時３０分（区共催）【会場】永福和泉地
域区民センター（和泉３‐８‐１８）および和泉中学校（和泉２‐１７‐１４）【対象】区
内在住・在勤・在学で１５歳以上の方【定員】６０名（申込多数の場合は、抽選）【参
加費】一般５０００円、ユース２０００円（登録料などを含む）【申込み】往復ハガキ（３
面ハガキ記入例参照）を書いて、６月１５日（必着）までに区サッカー連盟・中村一
夫（〒１６７－００３３清水３－８－１０）へ【問合せ】同連盟・中村�３３９９‐３７３１（午後
７時～）【備考】公式四級審判資格が取得できます
�障害者のためのわいわいスポーツ教室
　障害の程度の重い方のための楽しいスポーツ教室です。今回はダンスをします。
　【日時】７月１５日�午前１０時～正午【会場】高井戸地域区民センター（高井戸東
３‐７‐５）【対象】区内在住・在勤・在学の１５歳以上で障害の程度の重い方【定
員】３０名【参加費】無料【申込み・問合せ】６月１３日までに申込書を社会教育スポ
ーツ課へ。申込書は区内各福祉事務所・体育施設にあります。申し込み多数の場
合は、抽選【備考】①一般の交通機関の利用が困難な方は、リフト付きバスの送
迎が利用できます②当日手伝っていただけるボランティアの方を募集していま
す。社会教育スポーツ課までご連絡ください

◆体育施設の休場のお知らせ◆

理由期間電話番号施設名

内野重点整備およびナイタ
ー照明レンズ清掃７月３日�～７日�

３３１１‐７４１０
松ノ木運動場

内野重点整備および芝生の
整備７月１０日�～１４日�和田堀公園野球場

◆７月の無料がん検診◆　問い合わせは、それぞれの申込先へ。

申し込み方法対象実施日時会場・定員

希望日の２週前の火曜日までにハガキで杉並
区医師会胃がん検診担当（〒１６６‐０００４阿佐谷
南 ３‐４８‐８�３３９２‐４１１４）へ。問い合わせ
は、健康推進課�３３９１‐１０１５へ

３５歳以上
の区民

７月の毎週木・金・
土曜日
午前９時～午前中
（２０日を除く）

保健医療センター
（荻窪５‐２０‐１）

　定員＝５０名

胃
が
ん
検
診

６月１６日までにハガキで、
杉並保健所健康推進課都がん担当（〒１６７‐００５１
荻窪５‐２０‐１�３３９１‐１０１５）へ

３０歳以上
の区民

７月１３日�
午後１時～２時東京都がん

 �� 検診センター
（千代田区
神田駿河台２‐５）

定員＝３０～３５名

子
宮
が
ん
検
診

７月１７日�
午前９時～１０時

７月２５日�
午前９時～１０時

（注）１．次の①～④に該当する方は、胃がん検診は申し込みできません。①胃の手術を受けた方
②現在、胃および十二指腸の疾病治療中または経過観察中の方③おおむね１年以内に区実施の胃が
ん検診を受けた方④妊娠中の方（疑いのある方を含む）。２．ハガキ（１人１検診につき１枚）に
は、７月の胃（または子宮）がん検診と明記し、住所・氏名（フリガナ）・生年月日・年齢（１３年３
月３１日現在）・性別・電話番号・受診希望日を書いてください。３．申込締切日は、必着。４．申し
込み多数の場合は、抽選。受診の可否・受付時間は、後日お知らせします。５．保健センターでの
検診車による胃がん検診は、東京都がん検診センターが検診車を廃止したためなくなりました。保
健医療センターでの胃がん検診をご利用ください。
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競技大会

スポーツ教室

あ
り
が
と
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ご
ざ
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ま
し
た

杉並区役所西棟前
阿佐ケ谷駅南口（パールセンター入口付近）
高円寺駅北口
高円寺駅南口
妙法寺（境内入口付近）
富士銀行方南町支店前
永福町駅（井の頭通りバス停付近）
西永福駅（改札出口売店横）
高井戸駅（環状八号線沿い）
富士見ケ丘駅北口（階段上）
西荻窪駅北口
西荻窪駅南口
上井草駅（下り線改札前）
井荻駅南口（交番横）
下井草駅
中央信託銀行阿佐谷北支店
荻窪駅西口（タウンセブン２階入口付近）
荻窪駅南口（交番側階段上）

愛の助け合い箱設置場所一覧



●広報� NO.1515 平成１２（２０００）年６月１日（木曜日）　８

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

都
市
型
水
害
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

　昨年、福岡市と新宿区で地下施設が浸水し、２人が水死するという痛ましい事故
が発生しました。杉並区でも、過去に多くの浸水被害が発生しており、決して油断
はできません。雨の多いシーズンに備え、水害対策について考えてみましょう。　
 ��������������������� ―問い合わせは、計画調整課へ。

〈雨水浸透施設設置費の助成〉

敷地面積１０００�未満
で個人所有の住宅な
ど

助成　
　施設

敷地所有者または雨
水浸透施設設置の権
利を有する方

対　象

最高限度額４０万円助成額
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〈あっせんの種類〉
あっせん価格業者希望価格品　　目番号
　６，０００１２，０００蓄圧式粉末消火器（１．５ｋｇ）�
１０，０００１８，０００　　　　〃　　　　（３．０ｋｇ）�
１０，０００１８，０００蓄圧式強化液消火器　（３�）�
　　　５００―購入時の引き取り消火器引き取

り�
　１，０００―引き取りのみ
　１，８４０　２，４００ヘルメット�
　３，０６０　３，８００防災ずきん�
　１，２６０　１，５００簡易炊飯袋〈お袋のワザ〉（５０枚入）�
　２，５７０　３，２００保存用ビスケット（２０パック入）�

　２，８８０　３，６００保存用もちセット
（きなこ、あんこ、いそべ×３袋）�

　２，２５０　２，８００白飯
アルファ米（１０袋入）�

　２，７５０　３，４００五目ご飯
　２，０４０　２，５００おかゆ缶（１０缶入）�
　１，８４０　２，１６０缶入保存飲料水（１２缶入）�
　４，７９０　５，７００オレンジ防炎エプロンと

アームカバーセット�
　４，７９０　５，７００ブルー
　２，７５０　３，６００防災袋�
　　　８２０　１，０００パワーコンロ�
　　　５７０　　　７００サバイバルブランケット�
　２，０４０　２，５００非常時用排便収納袋�
　３，６７０　４，５００家庭用組立式簡易トイレ�
　４，４００　５，４００ＭＬ３５（２５～３５�用）

家具転倒
防止具

（２本組）
�

　４，４００　５，４００ＭＬ５０（３５～５０�用）
　４，４００　５，４００ＭＬ８０（５０～８０�用）
　４，４００　６，０００ＭＬ１１０（８０～１１０�用）
　１，６３０　２，０００家具転倒防止板（２本入）�

（注）１．�の「購入時の引き取り」は、購入本数と同数までです（超えた
場合は１本１０００円）。２．�の「家具転倒防止具」のサイズは家具と
天井との間隔です。

防災物資の
あっせん

◆あっせんの種類（右表のとおり）
　見本は防災課（区役所西棟６階）にあります。くわし
くはチラシ（防災会の回覧や出張所、サービスコーナー
などで配布）をご覧ください。
◆あっせん期間
　消火器＝通年、その他＝６月１日～１３年３月３１日
◆申込方法
　下図の記入例に従って、ハガキで防災課へ。
　電話やファクスでの申し込みはできません。
◆配達方法
▽消火器＝業者が電話連絡のうえ、お届けします。
▽その他＝業者がお届けします（電話連絡なし）。
※配達先は区内に限ります。また、申し込みから配達ま
で１カ月ほどかかる場合があります。

◆支払方法
　代金は、配達の際業者に直接お支払いください。

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
記
入
例

◇
申
込
先

〒　

‐
８
５
７
０　

１６６
阿
佐
谷
南
１
―　

―
１

１５

杉
並
区
役
所
防
災
課

住所
氏名
電話番号　◯◯◯◯‐◯◯◯◯

数量品　　目番号

１蓄圧式粉末消火器
（１．５ｋｇ）�

１アルファ米（白飯）�

１エプロンとアームカバ
ーセット　（ブルー）�

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

都
市
型
水
害
の
特
徴

　

都
市
部
で
は
、
雨
水
を
吸
収

し
て
く
れ
る
地
面
が
著
し
く
減

少
し
、
雨
水
は
地
中
に
し
み
込

ま
ず
、
そ
の
多
く
が
川
に
流
れ

こ
み
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
川
に
流
出
で
き

な
く
な
っ
た
下
水
の
水
が
マ
ン

ホ
ー
ル
か
ら
あ
ふ
れ
だ
し
、
川

か
ら
離
れ
た
地
域
で
被
害
を
も

た
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
豪
雨
時
の
地
下
室
は
危
険

　

地
下
室
や
地
下
駐
車
場
な
ど

が
浸
水
す
る
地
下
水
害
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
下
水
害
は
次
の
よ
う
な
特

徴
が
あ
り
、注
意
が
必
要
で
す
。

①
地
上
が
冠
水
す
る
と
急
激
に

水
が
流
れ
こ
む
②
外
の
状
況
が

分
か
ら
ず
逃
げ
遅
れ
る
③
浸
水

す
る
と
停
電
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
な
ど
が
使
用
不
可
に
な
る
④

水
圧
で
ド
ア
が
開
か
ず
閉
じ
込

め
ら
れ
る
。（
図
１
）

　

水
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
河

川
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
雨
水

を
地
下
に
し
み
込
ま
せ
た
り

（
浸
透
）、一
時
的
に
た
め
た
り

（
貯
留
）
す
る
な
ど
の
総
合
的

な
治
水
対
策
が
必
要
で
す
。

　

都
と
区
で
は
、
次
の
よ
う
な

治
水
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

水
害
の
な
い

 
� 
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

▽
神
田
川
・
環
状
七
号
線
地
下

調
節
池
事
業

　

都
建
設
局
は
、
環
状
七
号
線

の
地
下
四
〇
ｍ
に
神
田
川
の
洪

水
を
た
め
る
調
節
池
の
建
設
を

進
め
て
い
ま
す
。
平
成
９
年
４

月
に
は
、
第
一
期
工
事
（
二
四

万
�
）
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
現
在
、
善
福
寺
川
取
水
施

設
を
含
め
第
二
期
工
事
（
三
〇

万
�
）
が
進
ん
で
い
ま
す
。

▽
和
田
弥
生
下
水
幹
線
事
業

　

都
下
水
道
局
は
、
環
状
七
号

線
か
ら
環
状
六
号
線
ま
で
の
本

郷
通
り
の
地
下
五
〇
ｍ
に
、
巨

大
な
下
水
管
の
建
設
工
事
（
一

五
万
�
）
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
一
部
の
施
設
が
完
成
し

て
い
ま
す
。

▽
雨
水
の
流
出
抑
制
対
策

　

区
で
は
、
雨
水
を
で
き
る
限

り
地
中
に
浸
透
さ
せ
る
た
め

に
、「
透
水
性
舗
装
」「
浸
透
雨

水
ま
す
」
や
「
浸
透
地
下
埋
管
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。（
図
２
）

ま
た
、
民
間
の
敷
地
で
の
対
策

を
一
層
進
め
る
た
め
、
個
人
住

宅
な
ど
を
対
象
に
、
浸
透
雨
水

ま
す
な
ど
の
設
置
費
用
を
一
部

助
成
し
て
い
ま
す
。（
右
上
表
）

▽
低
地
の
建
物
や
地
下
車
庫
な

ど
は
、
雨
水
の
流
入
を
防
ぐ
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う

　

集
中
豪
雨
に
は
、
早
め
の
対

処
が
大
切
で
す
。
水
害
に
強
い

建
物
に
す
る
と
と
も
に
、
土
の

う
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
区
で
は
、
土
の
う
の
貸
し

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

土
の
う
が
な
い
場
合
は
応
急

措
置
と
し
て
、
ご
み
袋
な
ど
を

簡
易
水
の
う
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
庭
で
使

用
さ
れ
る
ご
み
袋
を
二
重
に
し

て
、
中
に
半
分
程
度
の
水
を
入

れ
ま
す
。
そ
れ
を
、
用
意
し
た

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
た
く
さ
ん
い

れ
て
並
べ
る
な
ど
の
方
法
も
あ

り
ま
す
。（
図
３
）

▽
日
頃
の
備
え

　

小
さ
な
心
が
け
が
大
き
な
安

心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

道
路
の
側
溝
や
雨
水
ま
す
に

は
、
車
を
乗
り
入
れ
る
た
め
の

ブ
ロ
ッ
ク
や
商
品
棚
な
ど
を
置

か
な
い
で
、
い
つ
で
も
排
水
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
枯
れ
葉
な
ど
で
雨
水
ま
す

の
吸
い
込
み
口
が
つ
ま
っ
て
い

た
ら
、
掃
除
を
す
る
よ
う
心
が

け
て
下
さ
い
。

※
土
の
う
の
貸
し
出
し
は
、
各

土
木
公
園
事
務
所
（
東
�
３

３
１
６
‐
８
５
３
１
／
南
�

３
３
２
３
‐
０
３
６
１
／
西

�
３
３
０
４
‐
０
５
２
１
／

北
�
３
３
９
６
‐
５
２
６
１
）

へ
。

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る

 
�
�
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�
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水
害
対
策

休日などの急病診療など

●土　　　曜…午後１時～午後９時３０分
●日曜・祝日…午前９時～午後９時３０分

�3391－1599�外 科
内科・小児科

耳鼻咽喉科

�339８－５６６６歯 科 �

●日曜・祝日…午前９時～午後４時

●土　　　曜…午後１時～午後１０時
●日曜・祝日…午前９時～午後１０時

�3391－５５３９調 剤 薬 局 �

土曜・日曜・祝日などに急病のときはまず電話
で、ご相談ください。

〈図１〉浸水により起こる危険な事態�
地上が冠水すると一気に�

水が流れ込んで来ます�
地下室では外の様子が判りません�

浸水すると�
電灯が消えます�

水圧で�
ドアは開きません�

〈図２〉雨水流出抑制対策�

雨水浸透ます�
雨水浸透�
地下埋管（トレンチ）�

下水管� 雨水浸透ます�

浸透�

透水性舗装�

貯留�

透水性舗装�

訂
正
と
お
わ
び

〈図３〉簡易水のうの作り方�


